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平成１４年　３月１４日

報道機関　各位

広島大学総務部大学情報室長
西　田　良　一

広島大学経済学部公開講演会の開催について

　経済学部では，数多くの著書やテレビでおなじみの大前研一先生をお招きして， 一
般市民，学生対象の公開講演会を下記の要領で開催しますでのお知らせします。
　入場無量です。
　なお，駐車場がありませんので，ご来場の際は公共交通機関をご利用下さい。

記

日　時 　３月２２日（金）午後５時～６時３０分

場　所 　広島大学　東千田キャンパス

　大講義室（座席数は３３０席）

講　師 　大　前　研　一　氏

演　題 「構造改革と日本経済の行方」

（講師紹介） 別紙のとおり

【お問い合わせ先】

広島大学法学部・経済学部庶務係

ＴＥＬ：（０８２４）２４－７２０５

（ダイヤルイン）

［発信枚数；Ａ４版　２枚（本票含む）］
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2016/7/27 （講師紹介）

http://home.hiroshima­u.ac.jp/kohog/press/h14/020314a­2.html 1/1

（講師紹介）

大前研一（おおまえ・けんいち）

　１９４３年、福岡県に生まれる。早稲田大学理工学部卒業後、東京工業
大学大 学院原子核工学科で修士号を、マサチューセッツ工科大学大学
院原子力工学科で 博士号を取得。（株）日立製作所原子力開発部技師
を経て、１９７２年、マッキ ンゼー・アンド・カンパニー・インク入社。以来デ
ィレクター、日本支社長、ア ジア太平洋地区会長を努める。
　世界の大企業やアジア・太平洋における国家レベルのアドバイザーとし
て活躍 のかたわら、グローバルな視点と大胆な発想で、活発な提言を行
っている。 「ボーダレス経済学と地域国家論」提唱者。ウォールストリー
ト・ジャーナル紙 のコンピューティング・エディターとして、また、ハーバー
ド・ビジネスレビュー 誌では経済のボーダレス化に伴う企業の国際化の
問題、都市の発展を中心として 拡がっていく新しい地域国家の概念など
について、継続的に論文を発表している。 この功績により１９８７年には
イタリア大統領よりピオマンズ賞を、１９９５年 にはアメリカのノートルダム
大学で名誉法学博士号を授与された。英国エコノミ スト誌は現代世界の
思想的リーダーとしてアメリカにはピーター・ドラッカーや トム・ピータース
が、アジアには大前研一がいるが、ヨーロッパ大陸にはそれに 匹敵する
グールー（思想的指導者）がいない、と書いた。同紙の１９９３年グー ル
ー特集では世界のグールー１７人の一人に、また１９９４年の特集では５
人の 中の一人として選ばれている。
　１９９２年には政策市民集団「平成維新の会」を設立、その代表に就任
する。 １９９４年７月、２０年以上勤めたマッキンゼー・アンド・カンパニー・
インク を退職。同年、国民の間に議論の場を作るとともに、人材発掘・育
成の場として 「一新塾」を設立、９６年には企業家養成のための学校「ア
タッカーズ・ビジネ ス・スクール」を開設、塾長に就任、現在に至る。現
在、大前・アンド・アソシ エーツ、スカイパーフェクトＴＶの経営専門チャン
ネル「ビジネスブレークス ルー（BBT７５７）」、家庭用インターネットのイン
フラサービスを提供する 「エブリデイ・ドット・コム社（EveryD.com,Inc.）」、
インドとのソフトウェ ア開発専門の合弁会社「ジャスティック・パーク株式
会社」の創業者兼代表取締 役を努めるかたわら、Graviton、ACI、スクウ
ェア、イーシステム株式会社の取 締役も勤め、カリフォルニア大学ロサン
ゼルス校（ＵＣＬＡ）大学院政策学部教 授、オーストラリアのボンド大学の
評議員兼取締役及び客員教授、一橋大学大学 院国際企業戦略研究科
客員教授、ペンシルべニア大学ウォートンスクールSEIセ ンターのボード
メンバーでもある。また、経営コンサルタントとしても各国で活 躍しなが
ら、日本の疲弊した政治システムの改革と真の生活者主権の国家実現
の ため、新しい提案・コンセプトを提供し続けている。経営や経済に関す
る多くの 著者が世界各地で読まれている。
　趣味はスキューバダイビング、スキー、オフロードバイク、クラリネットと
多 彩。ジャネット夫人との間に二男。


